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例 会 記 録 ：No.８１８  平成２８年９月２９日(木) 

例 会 場 ：KKR ポートヒル横浜  点鐘１２：３０～ 

S.A.A.（会場監督）：髙岡 俊之 S.A.A. 

開会宣言・点鐘：栗林 仁 会長 

 合     唱：『四つのテスト』 

 指     揮：（親睦兼）合唱委員会） 古家 豊 副委員長 

 

  [ゲ ス ト 紹 介 ]：栗林 仁 会長 

   高良 明 様（川崎西 RC）、田中 伸一 様（川崎西 RC） 

   斉藤 正彦 様（川崎西 RC） 

   金子 大 様（横浜中 RC）、吉田 裕一郎 様（横浜中 RC） 

 

[ビジター紹介]：栗林 仁 会長 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 斉藤 正彦 様 田中 伸一 様  
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高橋 敏昭 会員      近藤 裕之 会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 会 長 報 告 ]：栗林 仁 会長 

① 皆さまにお声掛けしております 10 月 5 日横浜ロイヤルパークホテルで行われる由紀さお

りさんが出演する 熊本地震 東日本震災チャリティディナーパーティですが、〆切は昨日

迄と伺っておりますが、さらに御希望を募りたいので、御協力をよろしくお願い致します。 

また 10 月 18 日火曜日によみうりゴルフクラブにて地区大会記念ポリオ撲滅チャリティゴル

フ大会があります。チャリティ寄付千円を含む参加費 11000 円、プレー費 20520 円です。 

ゴルファーの会員はぜひこちらにも参加して頂けますようお願い致します。詳しくは会長  

幹事までお尋ねください。 

② 次週は 10 月第 1 例会前の 11 時より２F 望洋で理事会を行います。理事、委員長の皆様 

審議事項は今週末までに会長又は幹事までご提示ください。  

次週例会後 13:40 分より次次年度会長人事を諮問する為パスト会長会を２F 望洋で行いたい

と思います。 

パスト会長の皆様はお集まり頂けますようお願い致します。  

③ 高橋会員が代表を務められている本牧まちづくり会議では、今年度も来る 10 月 29 日に 

本牧かぼちゃまつりを実施します。私も会議の 1 会員としてご協力をしますが、本牧ロータ

リークラブとしても昨年に引き続き協賛をしたいと考えています。 

 本牧は日本におけるアメリカ文化発祥がたくさんあります。その一つがハロウインです。 

地区内外の親子をはじめ多くの人々が集い街のにぎわいを演出する試みは、元気がないとい

われて久しい本牧にとって大変有意義なものであります。  

 そのような中、この度本牧まちづくり会議が主導で、山手警察から間門迄の本牧通り近隣

の主には商業者を束ねた、本牧通り商業活性化協会、通称 HABAA いわゆる商栄会が来年

早々にも発足することになりました。私はその設立準備委員長を仰せつかっております  

麦田より間門にかけての本牧地区には中区人口の 65％を占めながら、その購買力を活かしき

れておりません。。またその地域では、現在９つの商店街がありますが、旧接収地だった地

区には商栄会組織がなく、商業者の声が分散していたことで地下鉄の延伸構想がなかなか前

進しない事などの一因であったかと考えています。 

 全国に名だたる「本牧」というブランドを再興させるという高い夢を描いて  

この活動にも力を注いでおりますので、どうか今後応援して頂ければと思います。  

吉野 三郎 様    

 吉田 裕一郎 様  
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④ 米山功労者マルチプルの表彰をします。小林富美子会員、高橋敏昭会員  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[ 幹 事 報 告 ]：島田 喜隆 幹事 

① １０月のＲレートは、１０２円です。 

② １１月８日：神奈川親睦テニス会があります。 

[委 員 会 報 告 ]：社会奉仕委員会 清國 一利 委員長 

① 地区のクラブ社会奉仕委員長会議に出席してきました。 

内容は高良ガバナー、担当パストガバナー（大野 PG）のお話し、地区内の社会奉仕の 

 活動状況、R.財団の補助金の現状、グループディスカッションを行いました。 

グループディスカッションでは上からは単年度の奉仕をと言われるが継続的な奉仕活動  

が多い現状である。地区補助金の申し込みタイミングが微妙な時期である。もう少し締め 

切りを遅くできないか等の発表がありました。 

② 10 月９日（日）に行われる第４１回中区民祭り『ハローよこはま２０１６』の説明会に伴

野君（ベイフロントＲＡＣ）と参加してまいりました。 

 開催場所）：横浜公園、日本大通り 

 時  間）：Am１０：００～１６：００ 

 主  旨）：震災復興支援 

 販  売）：チロス、生ビールを販売する。 

おてすきの方がいらっしゃいましたらお手伝いをお願いいたします。私どもの場所は横浜

公園の市役所側入り口より公園に入り、すぐそばのテントです。生ビールの立て看板を立

てております。 

[委 員 会 報 告 ]：国際奉仕委員会 加藤 道夫 委員長 

 ① クラブ国際奉仕委員長会議に大槻 智範 委員が出席します。 

[委 員 会 報 告 ]：職業奉仕委員会 会員の職業紹介 

 ３回目：山中 康継 会員 

小林 富美子 会員  栗林 仁 会長   高橋 敏昭 会員  
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[ニコニコ報告 ]：栗林 仁 寄付委員長 

 

ニコニコメモ： 

高良 明 様 

（川崎西RC） 

本年度ガバナーを拝命しました、川崎西RCの高良です。 

どうぞよろしくお願い致します。 

併せて、横浜本牧RCの益々のご発展と皆様のご健勝を心よりお祈り 

致します。 

斉藤 正彦 様 

（川崎西RC） 

横浜本牧ロータリークラブの皆様方には、日頃より大変にお世話に 

なっております。 

いつも、例会上から見える素晴らしい景色に感動しています。 

来月１０月は、米山月間です。高橋地区米山記念奨学委員長のご指導

のもと、寄付増進と米山奨学委員会の理解にご協力賜りますように 

お願い申し上げます。 

田中 伸一 様 

（川崎西RC） 

本年度、地区副幹事を務めております。 

本日は、ガバナー同行でお邪魔しました。地区で髙岡委員長にお世話

になっています。宜しくお願いします。 

金子 大 様 

（横浜中RC） 

本日は、高良ガバナー公式訪問でまいりました。 

よろしくお願い致します。 

吉田 裕一郎 様 

（横浜中RC） 

今日は、ガバナー公式訪問の応援で来ました。卓話、楽しみにしてい

ます。 

本牧RC様には、いつもお世話になります。 

よろしくお願い致します。 

高橋 敏昭 会員 

高良ガバナーの公式訪問に感謝申し上げます。 

斉藤 正彦副幹事、田中 伸一副幹事、金子 大ガバナー補佐、 

吉田 裕一郎殿のおいでに感謝申し上げます。 

髙岡 俊之 会員 
高良ガバナー、ようこそお越し下さいました。 

また、これからも、ご指導下さい。会員増強につとめます。 

 

 

大石 尚嗣 加藤 道夫 金波 繁子 木下 尚実 久保 豊 

栗林 仁 小林 丈夫 佐々木 健 島田 喜隆 須田 実 

髙岡 俊之 高橋 敏昭 久本 弥 古家 豊 山口 清二 

山中 康継     
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[本 日 の 卓 話 ]：高良 明 様（川崎西 RC）国際ロータリー第 2590 地区ガバナー 

[卓 話 紹 介 者 ]：金子 大 様（横浜中 RC）国際ロータリー第 2590 地区第６グループガバナー補佐  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪卓話内容≫ 

＜人生の意義と地区方針＞ 

 本年度ガバナーを拝命いたしました川崎西 RC の高良と申します。 

 どうぞよろしくお願いいたします。  

 皆様には日頃より大変お世話になり、ありがとうございます。  

 

１．人生の生きがい（幸福）とは（人生の意義について）  

（１）生きる意味 

「少年老い易く学成り難し、一寸の光陰軽んずべからず」（「偶成」朱子 1130-1200） 

これは、人間の一生は短いものであるから寸暇を惜しんで勉学にいそしみなさい、という教訓

の詩です。昔は人生５０年、今は１００年といわれる長寿の時代となりました。そんなに長生き

してどうするの？そんなに恥をさらけ出して長生きするの？と言われますが、１００年生きたと

しても、日数換算したら僅か３６，５００日ほど、結構短く感じるものです。しかも自己意識に

目覚め、健康で自由に動ける時間を考えた場合、大変短いと気づくものです。「 生
しょう

を明
あき

らめ死を

明むるは、仏家
ぶ っ け

一大事の因縁なり」（「修証義」道元禅師 1200-53）人間はこの世に生まれた以上、

必ずやいつか死ぬものですが、避けることのできない厳粛な死を見つめることによって、はじめ

て生きる意味を理解し、生きがいのある幸福の人生を送れるものです。人生は苦の連続とも言え

ますが、その中にこそ真の生きる意味があります。  

 

（２）生きがいと幸福 

「酔生夢死」という言葉がありますが、酒に酔ったように、また夢を見ているように、無意味

に一生を送っていいのでしょうか。「食って寝るだけに生涯のほとんどを費やすとしたら、人間と

はいったい何だ、畜生と変わりはないではないか」と古くから言われているように、到底生きが

いのある人生とは言えません。「生きがい」というのは、辞典を繙けば「生きている意義や値打ち、

  高良 明 様   金子 大 様  
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価値」とあります。 

古代ギリシャの哲学者、ソクラテス、プラトンやアリストテレスは、生きがいとは「ただ生き

ることではなくて、より善く生きることだ」と主張しました。つまり「善」をもって「万物の希

求するところ」として、「より善く生きる」ことは人間固有の卓越した能力や徳をもって善く働い

ている、人のため世のために奉仕している状態と考えたようです。  

「より善く生きる」ためには、①このために生きている価値や意味があるという「使命」に生

きること、②自分が必要とされている、他人の役に立つという「自己存在感」があることが必要

です。この使命感と存在感は生きがいの基本であり、「奉仕の実践」を通じて得ることができると

思います。決議２３－３４においては、「奉仕の理論が職業および人生における成功と幸福の真の

基礎」であると述べています。また「より善く生きる」ことは、大いに人間関係や職業（仕事）

に関係があるものと思います。  

 

２．人間関係と職業 

 自分で自分の生命を創った人間は誰一人としておりません。みんな両親から授かったものです。

また人間は一人で生きていくわけにはいきません。共同生活を営み、多くの人の助けによって生

命を維持していくことができるのであり、ここに仲間や組織、社会を秩序善く維持する「倫理」

が必要になります。「倫」は仲間であり、「理」は道理です。「倫理」とは仲間と仲良く生活し、  

社会を秩序よく維持するための筋道道理です。その倫理の中心は人を思いやる「奉仕の精神」で

す。この世は所詮、「与える」ことと、「取る」ことの二つに集約出来そうです。人間は生命欲を

基本に様々な欲望が働いて食物を摂取するなど必要なものを取り入れて生命を維持しています。

同時に人に与えなければ、人から相手にされず、共同生活をすることはできません。取って与え

て、与えて取るといった授受交換の取引が基本です。その代表的な行為が「仕事」であり、使命

感と存在感の実践ベースとなるものです。  

 

（１）職業（仕事）の意味と価値  

職業（仕事）の捉え方はさまざまですが、次の四つのカテゴリーに分類できます。  

① 生計維持のため（資命・・命をたすける）  

② 自己実現のため（志命・・自己の望みを全うするため）  

③ 組織維持のため（支命・・組織の維持存続のため）  

④ 社会奉仕（貢献）のため（使命・・組織の維持存続のため）  

このように「職業」（仕事）そのものに、①と②は取るための自己への奉仕、③と④は与える  

ための他人への奉仕、社会への奉仕です。  

 

（２）ロータリーの目的と職業奉仕  

「ロータリーの目的は、意義ある事業の基礎として奉仕の理念を奨励し、これを育むこと」と

あり、ロータリーの哲学が「超我の奉仕」「最もよく奉仕する者 最も多く報いられる」という

二大標語に表されているわけで、これをロータリーの目的や原則としてロータリー運動が展開さ

れてきたわけです。 

ロータリーの目的に照らして、職業奉仕がロータリーの金看板だと言われる所以です。  

１９８９年の規定審議会における「職業宣言」において、「職業は奉仕の一つの機会」として規

定されており、職業奉仕とは職業を通じて自己をも含めて、社会や他人のためになることと定義

できそうです。「職業奉仕」は原語では、「Vocational Service」でありますが、これは先に述べた
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天職、使命に基づいた職業の意味で、職責を尽くし、社会のために与える事業を営むことが大切

であることを物語っています。  

渋沢栄一（1840-1931）は、幕末から明治に生きた方で、株式会社 500 社、非営利企業 600 社

ほどを立ち上げた日本近代資本主義の創始者です。「ビジネスは倫理に基づく限り、決して卑しい

ものではない」として、「道徳経済合一説」「論語算盤説」を説きました。 

様々な農政改革をした二宮金次郎（1787-1856）は、「道徳なき経済は犯罪であり、経済なき道

徳は寝言である」と言っています。  

 松下幸之助さん（1894-1989）は、尋常小学校を中退し、満 9 歳で大阪船場に丁稚奉公をし

て、商いの基本を学んで、ナショナルブランド世界の総合電機メーカー松下電器産業（現在はパ

ナソニック）を創り上げた経営の神様と言われた方です。  

「営利と社会正義の調和に念慮し国家産業の発達を図り社会生活の改善と向上を期す」と網領

に謳い、「商売は世の為、人の為の奉仕にして、利益はその当然の報酬なり」と強調しておりま

す。シェルドンの「最もよく奉仕する者、最も多く報いられる」というロータリーの実践倫理の

哲学と似ている言葉です。いずれも職業奉仕を全うされた方だと思います。  

 

３．地区方針 

 さて、今年度 RI 会長ジョン・ジャームさんは、「人類に奉仕するロータリー」（Rotary Serving 

Humanity）と RI テーマを掲げました。このテーマは、ロータリーそのものの普遍的なテーマと

いってよいでしょう。Humanity という言葉には、①人類②人間性③思いやり、といった意味が

ありますので、「思いやりを持って人に接し、自分自身の人間性（高潔性）を高め、人類に奉仕

する」こととなり、まさにロータリー運動そのものの本質といえます。私は、これを受けて地区

方針を「クラブの魅力創りと活性化」といたしました。 

魅力創りには、①ロータリーの目的や意義、使命を理解すること（Mission）。目的や意義、使

命を理解せずして、善き生きることはできません。人生の意味を理解せず充実した幸福な人生を

送ることはできないのです。  

 ②会員、人を尊重し大切にすること（Member、組織は人なり）。心理学者のアドラーという人

は、すべての悩みは「人間関係」であると言っているように、人間は一人では生きていくことは

できず、対人関係を抜きにしては人生を語ることはできないのです。  

 ③クラブ運営をしっかり適切に行うこと（Management）。人生や組織をより良く効果的に運

営することがビジョンや目標達成への必要なことです。組織の魅力創りには、少なくともこの 3

つの M が必要です。 

しかしながら、皆さんご承知の通り、この 4 月の規定審議会において、ロータリーの方針の見

直しが行われ、クラブ運営に大幅な変更、いうなれば「柔軟性」を認める決定が下されました。

入会金、例会運営、出席要件、会員種類等、大変重要な変更がなされました。クラブ細則を変更

して独自なクラブ運営ができるという、大変自由な柔軟性のある規定に変更されたわけです。  

したがって不易と流行、統一性と独自性や多様性をどのようにバランスをとるか、クラブの真価

が問われることとなりました。どうか十分お考えいただき、見識のある適切なご判断をお願いし

たいと思います。 

 ■さて、具体的な地区方針に基づく戦略といたしまして  

 まず本年度は、ロータリー財団の父と呼ばれる 6 人目の RI 会長、アーチ・クランフが、１９

１７年アトランタ国際大会で「ロ―タリーの基金をつくり、全世界的な規模で慈善、教育、その

他社会奉仕の分野で、何か良いことをしよう」と呼びかけて１００年となります。この記念すべ
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き年度におきまして、地区では R 財団１００周年記念委員会を設け、岡本 PG に委員長をお願い

いたしました。地区大会をはじめ、様々なイベントにおいて、R 財団１００周年を祝ってまいり

ますので、協力のほどお願い致します。  

 また、「ロ―タリー財団１００周年を祝おう！」ということで、日本ロータリー学友会主催 

にて、この１１月２７日（日）ジョン・ジャーム RI 会長を迎えて、「ロータリー財団１００周年

シンポジウム」が JP タワーホールにて開催されます。多数のご参加をお願いいたします。  

詳細は追ってご連絡いたします。  

① 今年度の IM を地区全体統合して、職業奉仕を中心とした「経営大講演会」を来年４月２２

日（土）神奈川県民ホールで実施いたします。委員長に箕田直前ガバナーになって頂き、横浜

商工会議所及び川崎商工会議所のご支援も頂くことになっております。企業が永続する条件  

など職業奉仕、経営のあり方を中心に講演やシンポジウムを開催する予定でございます。  

ロータリアンはもとより一般事業者の方もお呼びして、ロータリーのことを少しでも分かって

頂き、ロータリー財団１００周年を記念し、また広報・公共イメージ向上につなげたく思って

おります。どうぞよろしくお願いいたします。  

② また地区社会奉仕委員会、広報・公共イメージ向上委員会が中心になり、身障者にも参加頂

いて，来年の２月頃に「チャリティマラソン大会」をロータリー財団１００周年記念の一環と

して、大野 PG の委員長のもとに実施する予定です。  

③ 来る１１月１１日、１２日の２日間にわたり「地区大会」をパシフィコ横浜会議センターで

執り行います。１グループ２クラブの奉仕活動事例発表やクラブブースを設け、クラブ参加型の

地区大会にしてまいりますので、よろしくご協力のほどお願いいたします。  

④ また地区内クラブの活性化の一助として、「卓話バンク」を設けました。横浜本牧 RC にも 

多数卓話者としてご登録頂きますようご協力のほどお願いいたします。  

⑤ またクラブ会長のご協力を頂いて、「クラブの活動状況調査」を作成いたしました。会長中心

に将来のビジョンを設定および戦略計画を立てて頂きたいと思います。 

⑥ 地区は会員減少が著しく、会員増強は喫緊の課題です。会員増強の目的は、①多様性のある

友人をつくる。②「奉仕の理念が人間の幸福と世界の平和につながる」ことを知ってもらう  

③きめ細かい価値ある奉仕活動を行う、④クラブの存続にあります。前年度は二つのクラブが

消滅してしまいました。大変残念です。どうか会員増強の趣旨・目的をよくご理解いただき、

栗林会長の下、皆さんがロータリーの伝道師になって頂き、「クラブの魅力創りと活性化」を果

たすべく、会員増強にご尽力頂きたくお願いいたします。  

 

最後になりますが、横浜本牧 RC の益々のご発展と皆様のご健勝を心よりお祈り申し上げ、卓

話を閉じたいと思います。ありがとうございました。  

 

[ 卓 話 予 定 ] ：１０月６日（木）『米山奨学生になって得たものと感じたこと』  

林 淑華 様（米山奨学生）  
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[ 例 会 出 席 者 数 ] 

[ ニ コ ニ コ 募 金 ] 

本 日： ２１件 ４３点 

累 計：  １８４件 ３２９．２６５点 

[ロータリー財団寄付金 ] 

本 日：（敬称略） ０件 ０ドル 

累 計： １０件 ２，１４０ドル 

[米山奨学会特別寄付金 ] 

本 日：金波 繁子、木下 尚実、羽田 久美夫（敬称略） ３件 ５０，０００円 

累 計： １３件 ３１５，０００円 

[本日のクラブ会報担当者 ] 

記   録： 島田 喜隆 撮   影：清國 一利 

レイアウト：小澤  美也子  校   正：清國 一利  

 

 

 

会員総数  ２２名 出席数 欠席数 出席率 

出席義務数 ２１名 １９名 ２名 ９０．４８％ 

21名 3回

Ｎｏ． 氏名
ﾎｰﾑｸﾗﾌﾞ
（回数）

ﾎｰﾑｸﾗﾌﾞ
（％）

ﾒｲｸｱｯﾌﾟ
回数

合計
回数

メイクアップ後の
ﾎｰﾑｸﾗﾌﾞ出席率

ﾒｲｸｱｯﾌﾟカウント
できない

他クラブ等の出席
合計出席数

個人
全体出席率

備考

1 大石 尚嗣 3 100 3 100 1 4 133.3 
2 大槻　智範 1 33.3 1 2 66.7 0 2 66.7 
3 加藤　道夫 2 66.7 2 66.7 0 2 66.7 
4 金波 繁子 3 100 3 100 1 4 133.3 
5 木下 尚実 1 33.3 1 33.3 0 1 33.3 
6 清國　一利 3 100 3 100 0 3 100 
7 久保　豊 3 100 3 100 0 3 100 
8 栗林　仁 3 100 3 100 3 6 200 
9 小甲   勉 0 0 0 0.0 0 0 0 

10 小林 富美子 2 66.7 1 3 100 0 3 100 
11 近藤 裕之 0 0 0 0 0 0 0 休会

12 佐々木 健 2 66.7 2 66.7 0 2 66.7 
13 島田 喜隆 3 100 3 100 1 4 133.3 
14 須田   実 2 66.7 2 66.7 0 2 66.7 
15 髙岡　俊之 0 0 3 3 100 0 3 100 
16 高橋 敏昭 3 100 3 100 1 4 133.3 
17 寺井 久晴 3 100 3 100 0 3 100 
18 羽田 久美夫 3 100 3 100 0 3 100 
19 久本　弥 3 100 3 100 2 5 166.7 
20 古家　豊 3 100 3 100 0 3 100 
21 山口 清二 2 66.7 2 66.7 0 2 66.7 
22 山中　康継 0 0 0 0.0 0 0 0 

合　計 5回 9回
クラブ出席率 79.4%

2016年8月出席報告
7月21日～9月10日（8月4日の2週間前～8月27日の2週間後）

出席義務者数 例会数： 計 63回

45回 50回


